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二次被害防止及び保全箇所数 維持

成果 維持する

緊急性を考慮して、予算の範囲内での修繕工事の実施に努める。

成果指標と目標値
を設定した理由

農道、用水路等の修繕工事を実施し、保全管理の向上を図るため。

令和３年度の
実施方針

例年どおり実施 活動量 維持する コスト 維持する

成果 8 回 8 回 －
地すべり防止施設巡視回数 維持

目標

成果 44 箇所 35 箇所 －

目標 30 箇所 45

6 回 8 回 8 回

箇所 35 箇所

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 36,859,543 42,331,920 36,324,500

市民１人当たりコスト 円 866 999

人件費　Ｂ 円 12,304,220 18,568,900 19,858,500

862

成果指標　アウトカム 方向 令和元年度 令和２年度 令和３年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 23,281,283 23,272,020 15,321,000

市債 円

その他特定財源 円 777,040

正規職員数 人 1.91 2.87 2.25

県支出金 円 497,000 491,000 549,000

決算（見込）額　Ａ 円 24,555,323 23,763,020 －

財源内訳

国庫支出金 円

596,000

補正・流用等 円 6,106,000 14,739,000 －

合計 円 33,076,000 29,204,000

項　　目 単位 令和元年度 令和２年度

地元施工改修工事への材料支給 40箇所

令和３年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

地元区 緊急性を優先した修繕工事を実施し、経営環境の安定を図る。

地元区
災害時の被害を最小限にとどめるため、ため池の調査点検、ハザード
マップの作成等を実施、住民の防災意識の醸成を図る。

現状・課題

予算額

当初予算 円 26,970,000 14,465,000 16,466,000

16,466,000

施設の老朽化や異常気象が起因となり緊急性の高い修繕箇所が増加している。

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務 農道、農地及び水路等の維持管理と市民生活の安全を確保するため。

事務事業概要
農道、農地及び農業用排水路の維持管理と緊急修繕工事
ため池の調査点検、ハザードマップの作成

個別施設計画策定業務 ３箇所

令和３年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

農道、農地、水路緊急修繕工事 35箇所

地すべり防止施設管理業務委託(県事業概成地区のみ） ６地区

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ６款 農林水産業費 未計上

項 １項

目指す姿

目 ５目 農地費 合併前

政策 03 農林業の振興 係 耕地林務係
総合
計画
体系

基本政策 3 にぎわいと活力あふれるまちづくり 課・室 農政課

施策 02 効率的な生産基盤の維持 内線電話 251・252

農業費 実施期間

事務事業名 農業施設維持管理事業
目標設定日 令和3年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和３年度目標設定） 事務事業№ 050122

経済部



個別施設計画策定業務

活動内容 ４月 ５月 ６月

地すべり防止施設管理業務委託

令和３年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

緊急修繕工事

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

経済部

課・室 農政課

係 耕地林務係

事務事業名 農業施設維持管理事業

部・局

▼しゅん工・支払▼入札・契約・着工

▼地すべり防止施設管理業務委託（通年）巡視・報告

▼作成委託


